
平成 29年 6月 30日 

和 光 幼 稚 園  

 

平成２８年度学校評価（自己評価）について 

 

幼稚園における学校評価については、園における教育活動等の成果や取組を検証することにより、

園の運営を園のみでなく保護者や地域の皆さんの理解と協力を得ながら園の環境整備を含め幼児

教育をより良い充実したものにするために実施しています。 

平成 28 年度に学校評価（自己評価）を実施しましたのでその結果を公表し、今後の園運営に活

かしていきます。 

 

１ 教育目標 

和光幼稚園の教育目標は＜自然をしぜんに＞、自然を“しぜん”に優しくうけとめる事が出来

る気持ち優しい、心豊かな、特性のある子どもたち、そして自然のきびしさも感じることが出来

る心を育てて行きたいと、私たちは願っています。そして子供たちの心に優しい愛と夢を育てる

ことを教育目標にしています。 

 

２ 評価結果 

全教職員が園の運営について理解し、それぞれ問題意識をもって取り組んでいることがわかり

ます。ただし、自己を高めるための努力がもう少し必要であり、今後は研修等に力をいれ計画し

ていきます。 

 

 評価項目 結果 内     容 

１ 保育の計画性 Ａ 
園の教育理念・教育方針を良く理解し教育しています。 

ただし、幼稚園教育要領については若干理解が不足しています。 

２ 
保育の在り方、 

幼児への対応 
Ａ 

ケガ等万一の事故発生には適正に対処する心構えができており、

かつ一人ひとりの幼児の個性を引き出そうとする姿がみえます。 

３ 

教師としての資

質や能力・良識・

適正 

Ａ 

教育者として自覚を持って生活しており、特に園児のプライバシ

ーについての配慮はしっかりとしています。 

もう少し仕事以外に教養を広めるよう心がけることが必要です。 

４ 保護者への対応 Ａ 
園での子どもの様子を保護者に伝えることは大変重要と認識し

保護者との意思疎通はしっかりと保っています。 

５ 
地域の自然や社

会とのかかわり 
Ａ 

地域あっての和光幼稚園であることを理解し、地域の方々とのコ

ミュニケーションに努めています 

６ 研修と研究 Ａ 

保育の専門知識、その他趣味やボランティアなど関心を持ってい

ます。 

ただし、研修会等に自己課題を持っての参加や園の遊具・教材に

ついての研究に若干不足しているところが見られます。 

 


